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私のスケッチ ・ブ ック(14)

市民道徳 としての 「健康」

国立民族学博物館助教授

森　 明 子

■ 新 鮮 な 空 気 の 「健 康 」

　 日本 の 夏 に 、 冷房 は 必 需 品 とな っ た 。

電車 や オフ ィス は密 閉状 態 であ る。 窓 は

開 け ない。 そ こで 「窓 を開 け る」 こ とに

つ いて考 えて みた い。

　 窓 を開 けて風 を入 れ る。新鮮 な空気 を

入 れ るた めで ある。 で は、 なぜ 新鮮 な空

気 を入 れ る必要 が あ るのか?「 新鮮 な空

気 が 心 地 よい 」 か らで あ る。 「空 気 の入

れ替 え をす る ため」 とい う答 もある だろ

う。後 者 は 「健康 」 や 「衛 生」 に結 び つ

く。 しか し、私 に とって この二 つ の答 は

矛 盾 しな い。 空 気 を入 れ 替 え る こ と は、

気 持 が よい こ とだ と思 って い るか らだ 。

も し、気 持が よ くな けれ ば、私 は窓 を開

け よう とは しないだ ろ う。

　 しか し、 よ く考 え てみ れ ば 、 「気 持 よ

い 」 こ と と、 「空 気 の 入 れ 替 え をす る」

こ ととは、別 の こ とで あ る。

　 「気 持 よい」 とい うの は、快 適 で 心 地

よい とい うこ とを意味 す る。 ドイ ツ語 で
　 　 アンゲネ　ム

はangenehmが ぴ った りで あ る。 しか し、

ドイ ッ人が 窓 を開け る とき、 この言葉 を

使 う こ とは ない。 この状 況 にふ さわ しい
　 　 　 　 ブリンシュ　　　　　　　　　　　　　ゲズント

言葉 は 、frisch(新 鮮)か 、　gesund(健

康)で ある。 新鮮 な空気 を入 れ る こ とは

健 康 で あ り、 だか ら必要 で よい こ となの

で ある。

■ 散歩 の 「健 康 」

　 も う一 つ例 をあ げ よう。私 は、 海外 で

も数 日カ ンヅメ になる こ とが あ る。外 出

した ほ うが た しか に健 康 で はあ るが、 集

中 して仕 事 をす る こ とは、私 に とって健

康 に もま して重 要 な意 味 を もっ て い る。

多 少運 動不足 にな った と ころで、 そ んな

もの はす ぐに と りか えせ る し、仕事 が終

わっ てか ら1日 や2日 を寝 床 です ごす こ

とになっ て も、 それ はそ れで悪 くない 。

　 しか し、 この ような生活 態 度 は、 ドイ

ツ人 には好 ま し くなか った よ うだ 。私 は

そ れ ほ どに も考 えて い なか ったが 、 さま

ざま な機 会 に、誰 もが同 じよ うなこ とを

私 にい った 。今 に なって考 える と、彼 ら

は本 気 で私 の行動 に意 見 を してい たの だ

と理 解 で きる。

　私 は散 歩が嫌 い で は ない。 しか し、私
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に とって の散歩 は、 したい と思 うと きに

楽 しんです る もので あ る。 その ような散

歩 は、 私 に とって 「快 適 で心 地 よい」 も

ので あ る。 しか し、 彼 らは厳 寒 の冬 に も

散 歩す る。彼 らが散 歩 に求 めて い るこ と

は、 「快 適 で心 地 よい」 こ とば か りで は

な く、 まず 「健康 」 で あ るこ となの だ。

　 ここで 問題 に したい の は、 ドイ ツ人 と

日本人 の 「健 康」 とい う言葉 の 内包 す る

意 味 の違 いで あ る。ドイツ 人 の そ れ は 、

健 康 管 理 とい う責 任 と結 び つ い て い る 。

そ してそ れは、 じつ は快 楽 とは縁 の遠 い

言 葉 なの であ る。

■ 商 品 と して の 「健 康 」

　 ふ りか え って み れ ば、 「健 康」 とい う

言 葉 は、 この10年 ほ どで急 に 日本 で あふ

れる よ うに増 えた。 健康 食 品、健 康 グ ッ

ズ 、 フ ィ ッ トネス ク ラブ まで、 さま ざま

な商 品が 出 まわ る。 中 高年 の登 山が 急増

し、朝 夕 の住宅 街 に は、ス ポ ーツ ウエ ア

に身 を固 め、両 手 をふ りあ げ て歩 く人 の

姿 が必 ず あ る。

　 「健康 」 とい う言 葉 は 日常 会 話 に も頻

繁 に登 場 し、 と くに60歳 代前 後 の人 と話

をす れ ば、 この語 が出 ない こ との ほ うが

めず ら しいだ ろ う。

　 しか し以前 には 、 「健 康 」 とい う言 葉

は、 それ ほ ど 日常 的 な もので は なか った。

学 校 や保健 所 で聞 くほか は、 それ ほ ど使

われ なか っ た と思 う。 親が 子供 の健 康 に

気 を くば るこ とはあ って も、健 康 は、 お

よそ病気 や医 者 とい う語 の陰 画 と して あ

って 、実 際 の関心 の対 象 は、病 気 の除 去

にあ った と思 う。 私 た ち は、 そ れ ほ ど

「健 康 で あ る こ と」 に関 心 が あ った わ け

で は ない。

　 現 在 の 「健 康 ブー ム 」 で は、 「健 康 」

が 商 品 と して 売 買 され て い る。 「健 康 」

が 商 品 価 値 を もつ よ う に な っ た こ とは 、

その よ うな消費 者 の関心 が起 こって い る

こ とを意 味 して い る。 た だ し私 た ちが 、

健 康 を どの ような もの として と らえてい

るの か につ い ては、 あ らた めて考 える余

地 が ある。

　 私 たち に とって 「健 康」 は、消 費 され

る商 品で あっ て、厳 密 にい えば 、私 た ち

はそ れ を買 うこ とに 「快 楽」 を見 出 して

い る、 とい うほ うが あ た ってい るの では

ない だろ うか。 高級 デパ ー トの健 康食 品

売 場 、 「自然志 向 」 とい う語 の流 行 の 最

先 端 をい く響 き、 スマ ー トで カラ フル な

ス ポー ツウエ ア、 フ ィ ッ トネス ク ラブ と

い う階級意 識 を くす ぐる ブ ラン ド、 そ し

て通信 販売 の楽 しみな どな ど。

　 念 のた め に断 ってお くと、私 は、 それ

を批 判す る気持 ちは毛頭 な くて、 む しろ

自 ら も楽 しん でい る ほ うだ。 しか し、 日

本 人 の健康 へ の関心 と、私 がドイツ 人 と

長年 つ きあ ってい くうち に、彼 らの生活

態 度 の深 い とこ ろ に潜 ん でい るの を見 出

した健康 の意識 に、明 らか な違 いが あ る

の は確 か な よ うだ。 その こ とを考 えて み
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たい ので あ る。

■社 会 的 な 義 務 と して の 「健 康 」

　 ドイ ツ人の 「健 康」 は、 自 ら管 理すべ

き責任 とい う考 え方 と密接 に関 わって い

て、 それ は1人 の社会 人 に とっ て、義務

と して意識 され ない ほ ど、基本 的 なつ と

めで ある。

　 個人 は、健 康 を自 ら管理 す る責任 を負

って いる。 なぜ健 康 であ る こ とが個 人 の

責任 とみ な され るか とい えば 、そ れが社

会 に貢献 す る こ との前提 にな るか らで あ

る。

　 社 会 の構 成員 に、 この よ うな貢 献 を最

初 に要求 したの は、19世 紀 まで に成 立 し

た 「近代 」で あ った。 それ は、 フー コ ー

が 「生一権 力」 と名づ けた ように、 軍隊

や学校 を とお して 、あ るい は人 口統計 学

を通 して、国民 の 身体 を行政 管理 し、生

を経営 しよう とす る もので あ った。

　 明 治の 日本 は、 ヨー ロ ッパ にな らって

この ような諸制 度 を導 入 したが、 そ れ を

1人1人 の 日本 人が 内面化 したか 、 とな

る と疑 問が あ る。

　 ヨー ロ ッパで 際 だっ てい る こ とは、 こ

の よ うな権 力の 側 の要 請 を、社 会 を構 成

す る各 個人 が、 それ ぞれ の価値 観 と して
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体 内化 してい る こ とで あ る。 ヨー ロ ッパ

の近代 市 民社会 は、 この価値 観 をい た だ

く市民 か ら構成 され る社 会 であ り、 その

価 値意 識 は、今 日にい た って も個 人 の意

識 の深 い ところ に潜 ん でい るの であ る。

■ レスペ ク タ ビ リテ ィ

　 この価 値 観 を19世 紀 のイ ギ リス で、 レ

スペ ク タ ビ リテ ィrespectability(尊 敬

され る に値 す る こ と)と 表現 した。 レス

ペ クタ ビ リテ ィは、作 法 、道徳 、性 的態

度 な ど、すべ ての領域 で の行動 様式 を支

配 してい て、内在 的 に人 間の性 的情 熱 を

制御 す る こ とを要 請 して い る。 そ の よ う

な抑制 がで きる人 間が、他 人 か ら尊 敬 さ

れ るの であ り、市 民 とは 、そ の よう な抑

制 がで きるこ とに よって 、他 人か ら尊敬

され る人 とされ た。 こ こでは、快 楽 を追

求 す るので は な く、 その欲 望 を抑制 す る

こ とこそ 尊敬 されたの で ある。

　 モ ッセに よれ ば、 中産階級 を特 徴 づ け

るのは、 経済 生活 だ けで な く、 この レス

ペ ク タビ リテ ィの理 想 に も とつ い た生 活

様式 で ある。 つ ま り 「彼 らは、倹 約 、義

務 へ の献 身、 そ して情熱 の抑 制 に基づ い

た 自 らの生 活様 式 が、怠 惰 な下層 階級 や

放 蕩 な貴族 の生 活様 式 よ りも優 れて い る

と考 え た」 と述 べ てい る。

　 やが て 、19世 紀 を通 じて この生 活様 式

は社会 に定 着 して い き、最終 的 に は、安

定 した秩 序 あ るすべ て の社 会 の もの とな

って い ったの であ る。

■ 「衛生」の成立

　ほぼ並行 して、衛生 ということばが、

社会の中で新しい位置を占めるようにな



った こ とに注 目したい。衛 生 は、英語 で

も ドイ ツ語 で もフラ ンス語 で もほ ぼ等 し

く、 ギ リシア語 の ヒュ ギエ ノス に由 来す

る。従 来 、 この語 は健 康 な状 態 でい る こ

と を意 味 したが 、19世 紀 以 降、健 康状 態

を維 持 す る こ と に役 立 つ 装 置 と知 識 を 、

集大 成 す る ことば にな った。

　 そ の知 識 の体 系 が 、 国家 や都 市 な ど、

上 か らの権 力 と不可分 に結 びつ いて い た

こ とに、注意 す る必要 が あ るだ ろ う。

　 19世 紀、 ヨーロ ッパ の国 々が 、 中産 階

級市 民 を中心 に した近 代 国家 をつ くりあ

げてい く過程 で 、社会 の構 成 員 は、快 楽

や情 熱 を 自 ら抑制 す る道徳(レ スペ ク タ

ビ リテ ィ)を 体 内化 し、 同時 に上 か らは、

衛生 とい う体 系 が社会 を覆 って い った。

　具 体 的 に例 をあ げる と、 ドイ ツの大 都

市 で は、 この時期 に街 灯 が設 置 され、 清

掃制 度 が整 え られ、上 下水 道 や運 河 の整

備 、貧民 窟 の撤去 と労 働者 住 宅 の建 設 が

進 め られて い った。 それ は、 明 らか に警

察権 力 を伴 う上 か らの改革 で あ った。

　 「衛生 」 と 「健 康」 が 、 ほぼ 自動 的 に

国家 の必 要 を意 味す る よ うにな った のが

この頃 であ る と、 ドイ ツの民族 学者 カ シ

ューバ は指摘 してい る。 この 過程 を経 て 、

中 産 市 民 階級 の価 値 観 で あ っ た清 潔 が 、

「ドイツ の清 潔 」 とい う精神 的、 神 話 的

な色 調 を帯 びた、 国家 の価 値観 へ昇 華 し

て い った とい う。

■ 「健康」の意味

　19世紀の科学観は、悪徳/美 徳を、健

康/病 気の問題にした、とモッセは述べ

ている。そこでは 「病気は自然に対する

罪悪の結果」であった。先述の私の生活

態 度 は、100年 前 で あ れ ば、 もっ と厳 し

い 叱責 をか っ たで あろ う。

　 ドイツの 「健康 」 は、 この ような社会

の脈 絡 の 中に位 置付 け られ てい る。 そ し

て 、健康 の ため の装置 と して 、学校 にお

け る教 育 、 と りわ け 体 育 が あ り、 ま た、

健康 に きわ めて近 い概 念 として、洗 濯 や

入浴 、清 掃 に関 わ る 「清潔 」が あ っ た。

　現 代 の ドイ ツ人の健 康 や清潔 の 意識 が、

すべ か ら く、 この よ うな国民 国家建 設 当

時 の、 国民主 義 の イデ オロギ ー に裏 打 ち

されて い るとい うつ も りは ない。 しか し、

ドイ ツ人の健 康 の意識 は、 「市 民 の責任 」

意識 に裏 打 ち された、 倫理 的 な価値 意識

と深 い ところで共 鳴す るこ と も、 ま た事

実 であ る。
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